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わが国会計基準が、他国の会計基準と比べて大きな差異が生じる基準を採用すると、国

際的な比較可能性を著しく損ね、わが国企業の国際競争力に大きな影響を与えかねないこ

とに特段の留意が必要である。 

 

退職給付に係る会計基準について、回廊アプローチが設けられていない場合には、数理

計算上の差異の全額を費用処理しなければならないため、金利の変動が期間損益に大きな

影響を与えることになる。 

 

回廊アプローチが導入されていないわが国において、短期的な金利変動の影響を極端に

受け、国際的な比較可能性を損なうことにならないよう、金利変動による影響や会計基準

の変更に伴う会計実務や実体経済への影響などについて、慎重に分析・検討し、判断すべ

きである。 

 

以 上 


